
平成 5年 6 月 中座 

主な配役 

 

昼の部 

「奈良のシカやん」 

奈良井鹿太郎（渋谷天外）  艸玄堂支配人伊沢（淀川曠平）  製墨職人堀（八

木五文楽）  泉ゆき子（相沢伸江）  製墨職人足立（喜多康樹）  同  安井

（曽我廼家八十吉）  知人万野（白羽大介）  万野の妻米子（岸本康子）  近

所の女房牧子（二宮冨士子）  牧子の夫岩井（沢田光生）  すしや松田（丘み

どり）  平六の娘豊子（川奈美弥生）  使いの人元山（仲圭介）  近所の 女政

子（千葉由香）  お手伝い栄子（渡辺凛賀）  近所の店員（岡村康行・中山貴

久郎・寺本進也）  夜の街をいく女（出口ルナ･泉しずか・河合美佳・藤原毬子）  

西平六（小島慶四郎） 

 

「寿祝う 四海波」 

高砂頼母（曽我廼家文童)  伯母磯路（酒井光子）  息女浪路（井上英以子）  

召使お梶（千草英子）  轟平之助（曽我廼家寛太郎）  轟の妻お峰（岸本康子）  

小林吾市（曽我廼家玉太呂）  轟の孫源三郎（曽我廼家八十吉）  若党与八

（江口誠三）  小林の孫新八（都築謙次郎）  仲間鹿六（仲圭介）  同  馬六

（高石太）  女中おゆみ（川奈美弥生）  同  お糸（堀口五月美）  同 弟山本

（甲斐正法）  同  浦辺（藤田功次郎）  平川数馬（関口義郎）  仲間岡平（岡

村康行）  同  陸平（寺本進也）  女中お梅（里美羽衣子）  同  おしん（夢ゆ

かり）  同  お里（出口ルナ）  同  おのぶ（明日香まゆ美）  同 お吉（千葉

由香）  同  おみの（泉しずか）  同  おその（渡辺凛賀）  沖津俊斉（高田次

郎） 

 

 

夜の部 

「太鼓橋」 

記念写真師笠村要吉（高田次郎）  海野冴子（酒井光子）  知人仁川（淀川曠

平）  仁川の妻幹子（岸本康子）  お守り売り田本ふさ子（丘みどり）  要吉の

娘美智子（川奈美弥生）  会社員行岡丈二（曽我廼家八十吉）  行岡の友人

田島（江口誠三）  お宮参りの姑政子（二宮冨士子）  同  嫁清美（里美羽衣

子）  隆一の同僚佐藤（曽我廼家寛太郎）  同  石田（中山貴久郎）  商店街

の人森本（沢田光生）  同  西田（都築謙次郎）  近所の人清水（甲斐正法）  

参詣の夫工藤（藤田功次郎）  工藤の新妻良子（堀口五月美）  バスガイド桃



子（泉しずか）  団体客石坂（高石太）  同  竹井（関口義郎）  同  川田（岡

村康行）  同  野原（寺本進也）  同  敬子（明日香まゆ美）  同  正子（渡

辺凛賀）  同  公子（夢ゆかり）  同  絹子（出口ルナ）  同  久江（河合美佳）  

同  利江（藤原毬子）  ふさ子の息子隆一（渋谷天外） 

 

「幽霊東下り」 

旅の男喜六（曽我廼家文童）  小松屋主人八右衞門（小島慶四郎）  連れの

女お仙（井上英以子）  宿屋の亭主治作（八木五文楽）  治作の女房おこま

(千草英子）  後妻おえん（二宮冨士子）  江戸屋兼二郎（曽我廼家玉太呂）  

兼二郎の女房お琴（相沢伸江）  願人坊主雲斎（白羽大介）  役人倉橋（曽我

廼家寛太郎）  番頭徳七（江口誠三）  旅役者市川蘭十郎(喜多康樹）  同  

尾上聞五郎（関口義郎）  旅商人佐助（都築謙次郎）  佐助の女房おきち（渡

辺凛賀）  旅の易者正易（仲圭介）  女中おとも（里美羽衣子）  同  おつゆ

（夢ゆかり）  同  おさき（明日香まゆ美）  同  おせい（千葉由香）  岡っ引友

三（甲斐正法）  下っ引留吉（岡村康行）  泊り客甲吉（高石太）  同  乙三

（藤田功次郎）  飛脚（中山貴久郎）  旅の人（寺本進也・出口ルナ・泉しずか・

河合美佳・藤原毬子）  お政の亡霊（岸本康子）  旅の男弥八（渋谷天外） 


